
　10月26日（木）、豊浦中学校の生徒（１年生）による職業体験が行われました。
　豊浦中学校では、働くことの意味について知るため、毎年職業体験を行っています。今年は、16カ所の事
業所で職業体験が実施されました。

　豊浦中学校（1年生）では、町内の企業を訪問し
て今後の進路選択に役立てるために、職業体験を
実施しています。
　10月26日（木）、役場総務課広報財産係に、職業
体験に来た小野アスカさんに「広報とようら」の
制作をしてもらいました。

▲いちごスムージーを作る黒瀧梨央さん ▲本の貸し出し体験をする河野凌久さん

▲本の整理整頓をする小山内真梨子さん

▲職業体験の感想を聞き取る小野アスカさん（右）

　道の駅とようらで職業体験を行った黒
くろたき

瀧梨
り お

央
さんは、「いちごスムージーを初めて作ってみた
けれど、とても楽しかったのでまたやってみた
い！」と話してくれました。
　中央公民館の図書室で職業体験を行った
小
お さ な い

山内真
ま り こ

梨子さんと河
か わ の

野凌
り く

久さんは「思ったより
仕事が多くて大変だった。でも、とても楽しかっ
たので、気にいった本があったら積極的に借りて
ほしい！」（真梨子さん）、「図書館やこの仕事につ
いてよく知れたので、ぜひもう一回やってみた
い。」（凌久さん）と話してくれました。

豊浦中学校生徒 職業体験

〜体験を終えて〜

広報紙の制作を体験

職業体験で感じた働くことの大切さ
この記事と写真撮影は小野アスカさんが担当しました。豊浦中学校生徒 職業体験

　私は、10 月 26 日（木）に役場広報
財産係で職業体験をしてきました。取
材や記事作りを通して、広報の仕事内
容や働くことの意味を深く考えられる
貴重な機会となりました。同時に、取
材をすること、記事を作ることの大変
さも実際の体験をして学ぶことができ
ました。
　そして、この職業体験を通して得る
ものはとても大きかったと感じます。
　今回学んだことを活かして進路選択
に活かそうと思いました。

広報とようら　−令和 5年 11 月号− 5


